
周
露
・
¢
き
弩
氏
の
精
確
物
理
學
的
方
法
と
其
の

鷹
用
＝
一

岩
井
勝
二
郎

　
揮
鷺
・
d
弓
び
肝
属
は
精
霊
物
理
學
的
方
法
を
公
箕
面
の
上
に
基
礎
づ
け
や
う
と
し
た
。
從
て
其

の
實
鹸
に
於
け
る
典
料
蒐
集
の
手
績
は
、
や
が
て
各
個
比
較
刺
激
に
嘉
し
て
の
各
種
到
断
生
起
の

公
算
の
無
憂
的
決
定
の
手
績
で
あ
る
。
か
く
し
て
得
ら
れ
泥
公
箕
か
、
ら
威
嚇
性
の
指
導
を
求
む

る
方
法
を
二
つ
に
分
か
つ
。
第
一
は
最
小
可
知
差
異
法
出
Φ
匪
つ
自
焦
甘
馨
℃
①
き
Φ
唱
儀
9
㊦
密
旨
器
渉
O
ρ
第
二

は
常
恒
刺
激
法
寓
①
臼
鼠
9
0
0
塁
智
暮
O
Q
酔
ご
岳
で
あ
る
。
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最
小
可
知
差
異
法
の
名
苑
は
　
岡
①
。
宮
霞
と
共
に
古
い
。
　
併
し
な
が
ら
、
句
8
ぎ
霞
の
奇
骨
の
此
の

方
法
は
、
憲
ろ
問
題
に
因
ん
だ
名
穆
で
あ
っ
π
。
　
一
定
の
標
準
刺
激
に
侵
し
て
、
比
較
刺
激
を
秩
序

　
　
　
　
犀
切
H
・
自
同
げ
窟
旨
践
の
精
紳
物
理
墨
丁
的
・
万
法
と
其
の
鷹
那
一
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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哲
學
研
究
　
　
第
三
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

．
的
に
一
定
の
方
向
に
養
化
せ
し
め
正
に
特
定
剣
漸
軍
陣
に
當
て
簸
ま
る
に
至
ウ
て
止
む
。
輩
ウ

同
巽
黒
餅
の
み
と
い
は
ず
、
爾
來
d
池
袋
に
至
る
ま
で
殆
ど
干
て
の
生
者
の
最
小
可
知
差
異
法
は
刺

激
登
見
法
の
一
種
を
形
成
し
て
、
然
も
其
の
名
辮
は
皆
、
問
題
に
因
む
竜
の
で
あ
っ
π
。
鼓
に
9
び
財

の
最
小
可
知
差
異
法
は
、
輿
料
評
債
の
手
績
で
あ
る
。

　
序
で
な
が
ら
、
d
肘
ぴ
～
影
の
揚
合
で
は
、
精
難
物
理
経
的
方
法
は
悉
く
鋼
断
早
見
法
に
属
す
る
も
の

で
あ
っ
て
，
氏
の
興
料
蒐
集
の
手
績
帥
ち
各
種
比
較
刺
激
に
封
ず
る
各
種
到
断
生
起
公
算
の
経
験

的
決
定
の
手
製
は
、
袴
。
。
彦
9
の
當
否
法
の
系
統
を
ひ
く
。
幾
甥
か
の
比
較
刺
激
を
反
復
呈
示
し
て
．

夫
々
に
野
．
し
て
、
豫
め
定
め
ら
れ
π
る
到
断
範
疇
の
申
の
駆
れ
か
一
を
選
ば
し
め
る
手
績
で
あ
る
。

、
問
題
に
因
ん
だ
最
小
可
知
差
異
法
と
、
輿
鋤
簾
債
の
手
署
に
即
し
た
此
の
方
法
と
の
名
稻
上
の

混
同
を
避
け
る
下
め
に
は
O
浜
闘
・
日
ぎ
B
。
。
o
じ
氏
に
㌔
建
て
輿
料
蒐
集
の
手
勢
と
評
便
の
手
績
と
に
裁
然
、

刎
の
命
名
を
す
る
の
が
便
利
で
あ
る
。
氏
は
雨
者
に
は
露
Φ
夢
乙
後
者
に
は
津
0
8
湊
の
名
穆
を
與

へ
た
G
而
し
て
㌻
G
8
湊
を
二
大
別
し
て
ビ
巨
三
蹟
戸
、
6
8
葺
0
8
ω
野
暮
国
0
8
ω
。
。
と
な
す
。
夫
々
鼓
に

い
ふ
最
小
可
知
差
異
法
と
常
恒
刺
激
法
と
に
甥
鷹
す
る
。

一
定
の
標
準
刺
激
に
饗
し
て
用
ゐ
ら
れ
た
比
較
刺
激
輪
の
系
列
を
客
観
的
張
度
の
順
序
に
並
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べ
て
左
の
如
し
と
す
る
。

　
　
　
　
や
。
卜
く
．
．
に
く
・
：
：
・
：
・
：
：
：
：
・
．
．
〈
萄
ポ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
反
復
呈
示
の
際
に
は
、
同
一
刺
激
に
封
し
て
輿
へ
ら
れ
る
判
断
範
疇
の
種
類
は
必
し
も
一
定
せ

滋
。
今
、
「
犬
」
剣
聖
一
標
準
刺
激
に
比
較
し
て
一
生
起
の
相
之
的
度
数
蔀
ち
公
算
の
値
を
各
比
較

刺
激
職
に
封
し
て
夫
々

　
　
　
　
｝
）
ご
唱
讐
：
・
：
：
：
・
：
：
・
：
：
：
・
：
・
：
・
：
：
・
一
）
き

で
表
は
せ
ば
、
「
非
大
」
鋼
断
生
起
の
公
算
は
夫
々

　
　
　
　
目
一
℃
じ
目
一
℃
旨
…
…
…
…
・
．
…
こ
ド
ー
芋

乙
れ
を
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
　
ρ
ご
ρ
曽
：
：
こ
：
堕
；
：
：
・
：
：
：
・
：
；
・
：
：
：
・
ゐ
醤

で
表
は
す
。

　
し
か
る
と
き
は
、
比
較
刺
激
覧
・
が
最
小
可
知
差
異
刺
激
と
し
て
得
ら
る
べ
き
公
算
瑠
は
次
の
重

複
公
算
で
表
は
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
む
む
ロ
い

　
　
　
　
♪
匿
ρ
ゐ
繍
…
…
ρ
T
　
野
“
℃
お
自
旦
…
…
…
…
…
．
：
：
…
（
囲
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肺
認
ド

　
蓋
軍
し
み
よ
ウ
張
度
の
小
な
る
比
較
刺
激
に
聾
し
て
は
皆
、
「
寛
大
」
の
判
騎
が
興
へ
ら
れ
、
勘
に
至
り

　
　
　
　
舛
¢
●
φ
』
ご
費
目
氏
の
脇
聯
物
理
素
的
・
方
法
と
其
の
磁
…
用
一
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



4Sl

　
　
　
　
哲
學
研
究
　

第
三
十
八
號
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胤

て
始
め
て
「
大
」
劉
断
の
生
ず
．
る
公
算
で
あ
る
。

　
い
山
武
の
一
系
列
の
比
較
刺
激
甥
を
反
復
呈
示
す
る
こ
と
K
回
に
及
び
、
其
の
中
h
に
至
う
て

面
あ
て
「
大
」
到
断
の
興
へ
ら
れ
し
こ
と
R
回
、
図
面
に
し
て
、
賜
は
N
。
回
、
以
下
準
之
、
．
絢
は
』
回
と
す
れ

ば
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
2
一
十
家
掃
＋
…
…
…
…
…
：
暫
…
十
冒
3
1
1
屠

　
団
。
。
】
謹
選
以
來
の
最
小
可
知
差
異
法
で
は
、
此
等
の
数
値
の
寡
術
李
均
を
以
て
閾
と
定
め
る
の
で

あ
る
か
ら

　
　
　
　
甲
蜘
長
虞
7
ナ
…
・
…
…
…
…
き
脳
7
し

掴
を
充
分
煎
多
数
に
取
れ
ば
逓
N
は
比
較
刺
激
㌃
が
閾
と
衣
る
べ
ぎ
公
算
琉
に
相
棄
す
る
，
從

て　
　
　
　
臼
H
ゆ
．
㌔
一
＋
ゆ
．
㌔
燈
＋
…
…
…
：
：
…
・
．
÷
り
．
噛
㌔
§
　
　
　
　
　
（
H
ご

　
鼓
に
り
ロ
は
積
極
的
最
小
可
知
差
異
瓢
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
同
襟
に
し
て
他
の
三
種
類
の

限
界
値
す
な
は
ち
積
極
的
最
小
不
可
知
差
異
織
活
計
的
最
小
可
知
及
び
不
可
知
差
異
鮎
竜
決
定

せ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ロ
お
み
み

　
　
　
娼
ジ
還
ミ
）
9
了
回
…
…
…
：
撃
乙
S
翻
ざ
ξ
軌
　
　
　
　
。
（
H
潟
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫
翔
起
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」
蓋
し
鞠
よ
ク
強
度
の
大
な
る
比
較
刺
激
に
勢
し
て
は
皆
、
「
大
饗
断
が
興
へ
ら
れ
、
嵐
に
至
ウ
て
始
め

て
「
非
大
」
の
到
噺
が
與
へ
ら
る
べ
き
公
箪
で
あ
る
。

田
の
揚
合
と
国
様
に
考
へ
摩
り
て
．

　
　
　
　
6
、
1
1
り
．
㌔
ド
十
ご
℃
ビ
＋
…
…
…
…
：
・
⊥
↓
・
、
二
二
…
：
…
：
…
（
一
く
）

以
是
、
積
極
的
最
小
不
可
知
差
異
瓢
を
定
義
す
る
Q

　
次
に
ξ
ぷ
…
…
：
…
…
齢
・
…
…
：
…
。
…
…
…
曳
£

を
以
て
夫
々
、
比
較
刺
激
為
、
職
等
に
封
ず
る
不
動
豊
丸
趨
の
公
箕
を
表
は
せ
ば
、
．
非
小
胸
断
生
起
の

公
算
q
は
H
！
ξ
の
形
で
表
は
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
リ
ぽ
ナ
ら

　
　
　
　
d
習
1
1
3
ρ
L
…
…
翁
血
♂
鷲
き
鳶
昌
註
…
…
：
…
…
●
…
…
（
＜
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斜
一
1
零

は
、
勘
よ
ム
大
な
る
比
較
刺
激
に
勢
し
て
は
、
杢
て
等
叉
は
大
の
判
断
が
輿
へ
ら
れ
、
端
に
至
う
て
始

め
て
小
勃
断
の
生
起
す
る
公
箪
を
示
す
。
　
從
て

　
　
　
　
こ
a
1
1
3
d
μ
＋
詳
d
塒
十
…
…
…
：
＋
ジ
d
、
卿
…
…
・
…
…
．
…
．
…
（
く
一
）

は
、
溝
極
的
最
小
可
知
差
異
瓢
を
定
義
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
れ
む
ロ
ロ

　
　
　
　
d
ギ
“
ξ
⑤
…
●
：
…
．
：
：
ぷ
亀
£
二
二
詰
鱒
＆
●
●
…
：
：
…
…
…
…
（
．
誤
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斡
鐸
桝

は
、
駄
よ
う
小
な
る
此
較
刺
激
に
期
し
て
は
、
杢
て
小
悪
断
が
輿
へ
ら
れ
、
㌃
に
至
卦
て
始
め
て
「
高
野

　
　
　
　
粥
習
・
d
”
ζ
鼠
氏
の
結
…
紳
物
理
學
的
方
法
と
蛭
ハ
の
慮
用
鱒
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
影



　
　
　
　
　
哲
　
　
學
　
　
研
　
　
究
　
　
　
第
三
　
・
†
　
八
　
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

鰯
到
断
の
典
へ
ら
る
べ
き
公
算
を
示
す
。
從
て

　
　
　
　
　
。
。
，
“
9
．
目
、
d
　
＋
び
d
め
。
、
十
…
…
：
…
．
＋
ジ
ρ
甲
、
…
…
…
…
・
巳
：
：
（
葭
）

　
・
は
、
浩
…
極
的
最
小
不
可
知
差
異
織
を
與
ム
。

　
　
欺
様
に
し
て
得
ら
れ
だ
四
個
の
数
値
の
中
、
爾
積
極
的
顯
を
李
均
．
し
て
、
下
向
閾
、
爾
前
極
的
織
を

　
李
均
し
て
面
向
閾
を
得
、
爾
閾
の
距
離
を
、
不
定
域
H
暮
。
当
、
己
9
d
蓉
Φ
鼓
診
ξ
と
名
づ
け
、
無
生
感
受
性

　
の
比
較
は
、
乙
れ
か
ら
得
ら
れ
る
。

　
以
上
は
最
小
可
知
差
異
法
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
全
然
同
一
の
手
量
に
よ
り
て
蒐
集
せ
ら
れ
た
與

料
を
評
便
す
る
第
二
の
方
法
を
ご
筈
諺
は
蚕
齢
刺
激
法
と
名
づ
け
た
。

　
常
盤
刺
激
法
の
名
画
は
本
家
、
O
’
図
・
窯
｛
毎
零
氏
に
黒
く
。
　
其
の
揚
合
に
は
輿
料
蒐
集
の
手
績
に
因

む
名
稻
で
あ
っ
て
反
復
呈
示
す
べ
き
刺
激
麹
を
常
置
に
し
て
、
此
に
勤
鷹
す
る
到
噺
を
一
定
藪
の

範
疇
申
か
ら
選
ば
し
め
π
。
併
し
な
が
ら
、
此
等
の
歴
更
的
命
名
法
の
場
合
に
あ
う
て
は
、
常
に
輿

料
蒐
集
の
二
恩
と
評
儂
の
手
績
と
の
聞
に
は
内
在
的
な
醐
係
を
持
し
て
み
た
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
ぬ
。
唯
、
匠
叢
叢
呼
す
る
に
當
も
て
或
は
問
題
の
上
よ
ム
し
或
は
蒐
集
の
上
よ
蚤
し
、
或
は
評

、
債
の
上
よ
う
し
、
其
の
問
、
分
類
見
地
の
透
徹
を
敏
い
た
に
外
な
ら
ぬ
。
　
ヨ
岳
δ
が
の
二
六
刺
激
法
に
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あ
う
て
竜
、
其
の
名
稻
こ
そ
墨
筆
蒐
集
の
手
績
に
因
み
だ
れ
、
評
腰
上
に
も
亦
、
他
の
方
法
と
は
別
途

な
る
特
徴
を
含
む
。
併
し
な
が
ら
d
急
跨
の
こ
、
に
謂
ふ
と
ζ
ろ
の
も
の
と
は
、
嚴
密
に
匿
別
せ

ら
る
べ
き
竜
の
な
る
乙
と
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
d
μ
げ
琶
の
常
恒
刺
激
法
の
特
徴
は
、
無
熱
測
定
画
数
男
望
◎
｝
δ
彦
Φ
肯
剛
。
周
毒
。
鐵
。
β
の
概
念
に
あ
る
。
　
一

定
の
幽
き
を
持
つ
標
準
刺
激
を
一
定
の
常
恒
の
條
件
の
下
で
、
い
ろ
ノ
＼
の
大
さ
の
刺
激
と
比
較

す
れ
ば
各
種
到
断
の
公
算
は
、
比
較
刺
激
の
大
さ
に
連
て
一
定
の
憂
り
方
を
す
る
。
す
な
は
ち
比

較
刺
激
の
大
さ
の
増
加
に
連
れ
て
「
潔
し
憶
断
の
公
算
は
次
第
に
増
し
、
「
小
」
剣
断
の
は
減
じ
、
「
等
」
到
断
の

は
、
は
じ
め
は
次
第
に
塘
し
起
る
極
大
値
を
経
て
叉
次
第
に
減
ず
る
。
か
く
し
て
各
種
到
断
生
起

の
公
算
は
、
比
較
刺
激
の
継
走
と
看
倣
す
ご
と
が
出
來
、
名
づ
け
て
精
紳
測
定
画
数
と
い
素
、
此
の

画
数
の
種
類
は
到
噺
範
疇
の
撒
に
等
し
く
、
奇
数
個
を
普
通
と
す
る
。
　
其
の
数
學
的
形
式
は
、
先
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

的
に
は
豫
想
す
べ
く
も
な
い
が
、
多
藪
の
経
験
は
、
大
畠
上
、
其
の
方
向
を
示
唆
し
》
所
謂
軸
假
定
が
最

も
實
際
に
近
い
も
の
と
せ
ら
れ
て
る
る
。
併
し
な
が
ら
、
此
の
方
法
の
適
用
に
は
起
し
竜
斯
様
に

格
段
な
数
學
上
の
假
定
を
用
み
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
・
他
の
確
然
學
の
漏
壷
と
同
様
に
蒙
σ
q
房
琶
σ
9
。

氏
挿
入
公
式
等
を
用
み
て
竜
足
う
る
。
　
要
は
特
定
到
噺
範
疇
の
生
起
の
公
算
○
、
五
を
輿
る
比
較

剥
激
の
数
値
を
悼
む
る
に
あ
る
。
「
大
」
弦
断
の
画
数
に
就
い
て
’
覚
め
得
だ
此
の
藪
値
を
以
で
檜
向

　
　
　
　
鐸
鷺
・
d
㌧
び
9
り
氏
の
精
紳
物
理
學
酌
方
法
と
其
の
慮
周
一
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
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八

二
を
定
義
し
、
「
小
」
到
噺
の
函
歎
か
ら
得
π
数
値
を
以
て
減
二
面
を
定
義
す
る
。
　
以
下
の
取
扱
ひ
方

は
上
掲
最
小
可
知
差
異
法
の
揚
合
に
準
ず
る
。
猶
、
後
段
鷹
用
の
條
に
至
う
て
再
説
の
機
會
が
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
次
に
問
題
と
な
る
の
は
「
等
」
勃
断
函
数
の
取
扱
ひ
方
で
あ
る
が
．
此
の
鮎
に
就
い
て
は
、
甥
の
．
機
會

で
蓮
べ
π
い
と
思
ふ
。

　
鍵
に
言
及
し
π
日
ぎ
営
ω
9
］
の
常
恒
手
績
は
、
鼓
に
い
ム
常
恒
刺
激
法
と
全
然
同
一
で
は
な
い
が
、

類
似
の
性
質
を
持
っ
て
る
る
。

　
か
く
し
て
設
定
し
だ
d
陽
報
の
答
歌
物
理
學
的
方
法
は
既
に
述
べ
た
様
に
與
料
蒐
集
の
上
か

ら
見
て
は
．
特
定
剣
噺
生
起
の
公
算
の
経
堂
的
決
定
の
手
績
で
あ
ウ
、
評
債
の
上
か
ら
見
て
は
、
公
算

論
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
統
計
法
の
一
種
で
あ
る
。
從
て
其
の
適
用
の
範
團
は
、
當
の
事
象
が
公
算

の
形
式
的
並
び
に
實
質
的
特
質
を
備
る
限
ウ
、
早
し
も
精
淋
物
理
學
の
領
域
に
局
限
せ
ら
れ
ざ
る

べ
き
理
で
あ
る
。
就
申
」
常
業
刺
激
法
㍉
特
に
は
軸
算
定
に
基
く
其
の
取
扱
ひ
方
は
、
所
謂
d
ヒ
ぴ
9
鄭
氏

表
の
作
成
に
よ
り
て
極
め
て
輕
便
且
容
易
に
な
さ
る
、
が
疫
め
に
、
現
に
各
種
の
方
函
に
適
用
の

途
を
見
出
す
。



　
最
近
に
陣
牟
闘
自
営
σ
q
氏
は
、
心
理
塗
上
、
心
懸
能
の
測
定
に
用
ゐ
、
の
・
妻
・
肉
①
毎
ご
雪
σ
q
電
氏
は
、
教
育
や
衛

生
上
の
材
料
の
統
計
的
庭
理
に
適
用
し
や
う
と
試
み
泥
如
き
は
、
其
の
例
で
あ
る
。

4S9

　
団
O
魔
営
弓
q
の
研
究
は
、
一
九
一
七
年
十
二
月
、
鏡
露
。
・
ぴ
霞
σ
Q
げ
に
於
け
る
米
國
心
理
學
會
で
「
記
億
測
定
函

数
と
記
憶
研
究
法
」
の
題
下
で
公
表
し
た
も
の
で
あ
っ
て
．
其
の
幽
玄
は
雰
｝
、
魯
。
ざ
σ
q
陶
。
巴
ヒ
⇔
昆
Φ
薄
誌
の

一
九
一
八
年
ご
月
號
に
あ
る
。

　
感
畳
測
定
の
問
題
と
記
億
測
定
の
問
題
と
の
類
似
か
ら
氣
付
て
、
精
紳
測
定
函
撒
に
封
鷹
し
て

記
憶
測
定
函
数
を
定
め
、
此
函
数
か
ら
聯
合
閾
を
導
き
、
以
是
記
憶
の
測
度
を
得
や
う
と
し
た
の
で

あ
る
。
ζ
ζ
に
詑
憶
測
定
函
数
と
い
ム
の
は
、
適
中
法
と
か
、
助
長
法
と
か
の
或
る
種
の
部
分
學
得

法
を
用
み
て
、
箪
得
し
た
材
料
の
百
分
率
を
早
る
有
敷
な
る
聯
合
條
件
、
例
へ
ば
反
復
度
藪
や
、
一
系

列
内
の
綴
数
の
函
数
と
し
て
表
は
す
。
種
々
な
る
鮎
か
ら
考
へ
て
、
此
函
数
は
斡
函
数
に
近
い
も

の
と
せ
ら
れ
る
が
、
由
是
、
聯
合
閾
を
定
む
る
こ
と
を
得
ば
種
々
な
る
條
件
の
下
に
曾
て
得
ら
れ
た

結
果
の
比
較
や
、
種
々
な
る
部
分
學
得
法
の
比
較
を
容
易
に
且
つ
精
確
に
す
る
こ
と
が
出
來
や
5
。

　
全
論
交
の
公
表
を
倹
だ
ね
ば
、
素
よ
め
委
曲
を
知
る
こ
と
は
夢
境
漁
が
、
右
の
紹
介
か
ら
推
し
て

込
、
輿
料
の
常
恒
刺
激
法
的
無
理
乃
至
は
閾
概
念
が
、
い
か
に
便
利
に
記
億
研
究
法
に
も
鷹
用
せ
ら

　
　
　
　
賛
騨
一
．
姻
円
ζ
戸
謬
氏
の
精
騨
物
理
照
甲
山
方
法
と
其
の
腋
…
㎞
川
一
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
九
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れ
得
る
か
が
伺
は
れ
や
う
。

6

一
〇

　
周
①
匿
ぴ
霧
σ
q
亀
の
新
し
い
試
み
は
、
一
九
一
六
年
の
辱
㊦
翁
G
q
o
σ
Q
8
巳
乙
D
①
B
貯
零
曳
（
℃
℃
』
（
．
O
l
㏄
O
⑤
）
で
螢
表
せ
ら

れ
た
。

　
○
・
ぞ
・
9
舘
ξ
8
β
氏
が
年
齢
一
二
、
二
五
乃
至
一
八
、
二
五
の
青
年
晃
童
三
八
三
五
人
に
就
い
て
青

　
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
期
の
前
後
配
關
す
る
槍
査
を
行
つ
π
統
計
の
結
渠
を
示
す
分
配
曲
線
が
軸
曲
線
に
似
た
と
こ

ろ
が
ら
、
こ
れ
に
d
景
彰
の
常
恒
刺
激
法
的
慮
理
を
施
し
て
次
の
結
果
を
得
力
。

青
春
期
前
曲
線
の
精
度

〃
　
　
後
　
　
・
　
・

主
冊
春
期
前
　
一
閾

ク
　
　
後
　
・

青
春
期
最
高
度
藪
織

不
定
域

　
註
　
次
の
山
脚
億
O
皆
日
り
8
P
氏
の
輿
へ

　
絹
、
封
的
度
敬
を
示
す
。

　
　
罠
○
、
五
　
一
山
ハ
三
〇

　
　
　
〇
、
五
五
七
二
山
ハ

　
　
一
三
、
四
二
四
　
歳

　
　
一
四
、
四
七
八
　
歳

　
　
一
三
、
九
七
一
　
歳

　
　
　
一
、
〇
五
四
　
歳

た
も
の
で
、
青
春
期
の
二
段
階
が
種
々
な
る
年
齢
岬
に
於
て
生
趨
す
る



491

年齢

蟹
徴
・
φ
目
げ
診
μ

青寡期
前

青ぐ舜期

氏覆春期

の
精
咄
騨
物
理
學
的
方
法
と
其
の
曝
露
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圃
は
、
此
の
表
か
ら
得
た
分
配
曲

線
で
あ
る
。

　
横
軸
X
翌
上
、
の
匠
劉
は
年
齢
で
、

二
二
…
劃
が
　
一
歳
に
相
固
し
、
数
字
は

年
齢
を
示
す
。
　
N
抽
は
相
封
的
度

徽
一
、
○
O
M
酵
は
○
、
翫
○
の
位
置

を
示
す
。

　
曲
線
潔
α
は
青
券
期
前
曲
線
、
習

α
は
青
癌
軸
瑚
酬
七
曲
［
線
、
巾
・
間
の
鐘
形

の
曲
［
線
は
識
臨
饗
期
間
【
線
。

　
A
は
膏
春
期
態
閾
、
お
は
青
泰
期

後
閾
、
A
B
、
の
凹
長
さ
は
不
定
｛
域
、
0
　
は

管
下
期
中
高
度
酒
殿
を
・
示
す
。

　
上
に
畢
げ
た
数
値
に
就
い
て
は
、

此
の
醐
の
槻
察
の
上
か
ら
も
、
大
幾

の
見
世
を
得
る
の
で
あ
る
が
、
常
恒

刺
激
法
で
は
通
例
h
及
び
C
か
ら

公
式
に
山
り
て
導
く
。
　
そ
の
こ
と

は
後
に
説
く
。
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．
　
　
　
一
二

　
ζ
＼
に
膏
春
前
及
び
後
の
分
配
曲
線
の
糟
度
の
歎
値
の
極
め
て
接
近
せ
る
は
．
爾
曲
線
傾
感
度

の
同
一
、
換
言
す
れ
ば
、
種
ケ
な
る
年
齢
に
野
す
る
膏
春
期
開
始
の
速
さ
が
．
青
春
期
結
了
の
蓮
さ
と

殆
ど
同
様
な
る
こ
と
を
示
す
。
　
青
春
期
最
高
度
数
撒
が
一
三
、
九
七
一
歳
な
り
と
の
事
實
は
，
從
家

の
こ
の
種
の
統
計
の
結
果
の
及
び
得
な
い
明
確
な
る
決
定
を
賜
る
を
見
る
。
　
不
定
域
の
一
、
〇
五

四
歳
は
此
種
の
魁
渡
期
に
野
す
る
此
の
青
年
悪
童
群
の
戴
受
性
の
測
度
を
輿
協
。
　
他
の
膏
年
群

に
於
て
、
一
層
大
な
る
不
定
域
が
輿
へ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
其
の
過
渡
期
は
、
此
の
群
に
比
し
て
、
一
暦
長

い
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。
更
に
大
切
な
の
は
閾
の
値
で
あ
る
が
一
三
、
四
二
四
歳
に
於
て
、
正
に

此
の
群
の
牛
数
は
未
だ
青
春
期
に
入
ら
ず
、
一
四
、
四
七
八
歳
に
於
て
、
此
の
群
の
野
畑
は
、
既
に
こ
の

期
を
経
過
し
π
こ
と
を
示
す
。

　
掌
れ
此
の
爾
閾
の
意
昧
を
他
の
方
面
か
ら
考
へ
て
次
の
様
に
解
繹
す
る
こ
と
竜
出
來
や
う
。

す
な
は
ち
上
口
と
は
與
へ
ら
れ
だ
る
條
件
の
下
に
於
て
、
青
春
期
経
過
を
五
〇
％
の
公
算
を
以
て

期
降
し
得
る
年
齢
で
あ
う
、
下
鞘
と
は
、
青
春
期
の
未
開
始
を
五
〇
％
の
公
算
を
以
て
期
待
し
得
る

年
齢
で
あ
る
。

　
併
し
な
が
ら
、
條
件
の
聖
衆
不
鍵
は
望
む
こ
と
が
出
來
ぬ
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
此
等
各
種
の
測
度
や

数
値
は
大
切
な
も
の
と
な
る
。
す
な
は
ち
此
を
以
て
種
々
な
る
歌
究
の
下
に
於
け
る
條
件
鍵
化



の
影
響
の
直
接
の
測
度
と
す
る
。
　
例
典
O
影
目
箕
8
氏
は
、
伊
太
利
の
児
童
と
、
米
國
の
熱
湯
と
の
青

春
期
開
始
の
時
期
の
差
異
や
、
外
素
人
を
親
と
す
る
見
童
と
米
島
人
の
親
を
持
つ
見
童
と
の
問
の

差
異
を
論
じ
た
の
で
あ
る
が
、
常
に
各
年
齢
に
於
け
る
百
分
率
や
分
配
曲
線
に
基
き
な
が
ら
、
然
も

厨
要
の
精
確
の
度
合
に
は
達
し
得
ら
れ
な
か
つ
カ
。
此
鮎
に
摩
し
て
は
上
掲
、
常
恒
刺
激
法
的
の

手
績
に
由
る
数
値
を
借
う
る
の
を
便
利
と
す
る
。
す
な
は
ち
例
之
、
青
春
認
証
及
び
後
の
分
配
曲

線
に
就
い
て
嚇
の
鮎
を
選
び
此
等
の
識
の
動
揺
並
び
に
此
の
曲
線
の
三
園
と
横
軸
上
の
其
の
位

置
と
を
定
む
る
常
藪
の
藪
値
と
を
用
み
る
。
同
様
に
し
て
國
民
性
や
、
氣
候
や
、
食
事
や
、
其
他
の
條

件
が
青
春
期
の
種
々
な
る
段
階
に
及
ぼ
す
影
響
竜
研
究
せ
ら
れ
や
う
。

493

　
元
來
統
計
的
表
示
の
要
諦
の
一
は
、
蒐
集
せ
ら
れ
た
る
材
料
の
特
徴
を
な
る
べ
く
有
・
9
の
儘
に

充
分
に
、
然
竜
簡
「
明
に
、
他
の
同
様
の
材
料
と
比
較
せ
ら
れ
滅
べ
き
形
式
に
於
て
示
す
る
こ
と
に
存

す
る
。
．
分
配
曲
線
竜
確
か
に
其
の
要
件
を
満
足
す
る
一
つ
の
表
示
法
で
あ
る
。
其
の
二
巴
均
値

と
い
ひ
、
動
揺
測
度
と
い
み
、
皆
、
此
の
方
面
の
要
求
を
充
だ
す
も
の
で
は
あ
る
が
、
上
諭
、
蓮
べ
來
つ
π

d
岳
詫
氏
の
常
慣
刺
激
法
的
盤
領
の
手
績
亦
、
こ
の
方
面
に
於
て
、
優
れ
だ
る
一
種
の
統
計
法
と
看

倣
す
乙
と
が
出
來
や
う
。
特
に
其
の
、
蜘
假
定
に
由
る
手
績
は
、
焼
謂
d
鴇
芝
ピ
ロ
氏
表
を
用
み
る
と
き

　
　
　
　
匂
◎
ン
い
唄
ζ
げ
簿
づ
氏
の
精
憩
物
理
學
的
乱
万
法
と
其
の
財
用
一
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
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一
四

は
、
極
め
て
簡
易
輕
便
に
實
施
す
る
こ
と
が
禺
來
る
。

　
此
手
績
を
用
み
る
に
當
う
て
常
に
、
単
襲
肝
要
な
さ
は
、
材
料
の
静
債
に
用
み
る
範
疇
、
例
之
、
青
轟

期
の
前
後
及
び
闘
始
と
か
、
大
、
等
、
小
の
比
較
到
断
と
か
は
、
奇
数
個
で
あ
っ
て
、
噛
癖
に
他
を
排
除
す

る
性
質
を
持
ね
ば
な
ら
濃
ξ
で
あ
る
。
換
言
呼
，
れ
ば
、
同
一
材
料
が
同
時
に
爾
範
傭
に
虚
し
得
る

様
な
暖
昧
を
許
さ
顧
こ
と
で
あ
る
。
次
に
は
、
横
軸
に
沿
ふ
材
料
の
分
配
が
充
分
な
る
籏
が
う
を

有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
　
す
な
は
ち
分
配
曲
線
の
雨
側
へ
の
蟹
う
が
相
當
の
範
園
を
劃
す
る
こ
と

で
あ
る
。
第
三
に
、
横
軸
上
に
と
る
べ
き
撒
量
の
増
加
を
等
距
離
的
に
と
る
こ
と
が
望
上
し
い
。

心
癖
（
ぎ
計
算
窪
の
例
で
は
、
年
齢
を
此
の
軸
上
に
取
ウ
、
然
盤
面
の
距
離
は
牛
歳
と
い
ふ
の
で
あ
っ

π
。
｝
w
。
渉
笛
の
記
憶
測
定
函
歎
の
場
合
に
就
い
て
は
、
未
だ
仔
細
を
知
る
こ
と
は
出
來
澱
が
、
9
σ
窪

が
行
つ
だ
面
心
實
験
．
で
は
、
比
較
刺
激
の
重
量
を
此
の
軸
上
に
取
っ
て
、
其
の
間
隔
は
、
等
し
く
皆
、
四

琵
で
あ
っ
疫
。
前
壷
、
等
距
離
に
と
る
ε
は
、
必
し
嫉
ω
假
定
に
俘
ふ
不
可
敏
の
要
件
で
は
な
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
に
種
々
な
る
藪
値
を
箕
出
す
る
場
合
の
手
活
を
容
易
な
ら
し
む
る
π
め
に
、
衝
謂
d
告
髭
氏
表

を
使
用
す
る
上
か
ら
の
便
宜
に
よ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
遜
別
範
疇
が
論
客
他
を
排
除
す
る
竜
の
と
す
れ
ば
．
横
軸
上
の
如
何
な
る
数
値
に
面
し
て
も
．
各

範
疇
の
相
商
的
度
数
の
和
は
加
へ
て
一
と
な
る
。
從
て
礎
、
爾
曲
線
を
作
れ
ば
、
第
三
の
曲
線
は
、
横
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軸
上
の
各
織
に
於
て
．
他
の
爾
曲
線
の
當
該
度
藪
の
和
を
一
か
ら
引
い
て
得
ら
れ
る
。

　
か
く
て
、
先
づ
，
爾
内
端
範
疇
ー
ー
膏
春
期
前
及
び
後
、
叉
は
等
を
除
く
大
及
び
小
書
漸
の
如
き
一

に
就
て
別
々
淀
取
扱
ひ
、
夫
々
に
於
て
厩
立
h
及
び
。
を
算
出
す
る
。
．
こ
㌦
に
h
の
歎
値
は
、
曲
線

の
傾
斜
度
を
示
し
、
c
は
、
横
軸
上
の
曲
線
の
位
置
を
示
す
。
　
h
は
大
な
れ
ば
大
な
る
ほ
ど
、
曲
線
の

傾
斜
は
盆
々
峻
で
あ
う
、
從
て
此
数
値
は
結
果
分
散
の
度
合
を
表
は
す
竜
の
と
し
て
、
曲
線
の
精
確

係
数
叉
は
精
度
と
よ
ぶ
。
　
c
の
数
値
の
増
加
は
、
全
曲
線
が
横
軸
に
沼
ひ
て
、
右
に
移
る
ε
を
示
す
。

　
既
に
爾
端
範
疇
の
曲
線
に
喧
し
て
ぬ
及
び
ρ
の
雨
歎
値
を
得
た
揚
合
に
は
、
卵
を
以
て
閾
を
定

義
す
る
。
　
上
閾
下
閾
は
夫
々
大
、
小
の
曲
線
か
ら
得
ら
れ
る
。
　
か
く
定
義
し
π
爾
閾
は
、
細
々
の
曲

線
に
就
い
て
相
封
的
度
数
五
〇
％
に
梱
面
す
る
横
軸
上
の
歎
値
を
典
ふ
。
例
之
、
青
春
期
前
曲
線

の
場
合
で
は
、
青
春
期
前
閾
ず
な
は
ち
杢
て
の
揚
合
の
正
に
五
〇
％
が
青
春
期
以
前
に
あ
る
べ
き

年
齢
を
示
す
．
偏
重
實
験
の
揚
蓋
、
示
」
到
閣
曲
線
に
あ
少
て
は
、
藩
政
閾
．
換
言
す
れ
ば
「
小
』
鋼
断
の
輿

へ
ら
る
べ
き
公
算
と
、
「
等
」
叉
は
「
大
」
鋼
蜥
の
與
へ
ら
る
べ
き
公
算
が
正
に
相
等
し
き
重
量
を
示
す
《

　
雨
愚
問
の
距
離
を
不
定
域
と
よ
ぶ
。
但
し
、
此
の
領
域
内
に
於
て
は
、
謙
れ
の
範
疇
に
封
し
て
竜

馬
墓
詣
無
筆
が
五
〇
％
に
逡
せ
漁
。
　
更
に
重
要
な
る
蝋
の
数
値
は
、
心
理
學
上
、
通
例
、
主
観
的
相
等

澱
と
下
す
る
も
の
で
、
出
端
範
晴
に
属
す
る
曲
線
の
交
叉
緬
に
相
議
す
る
。
　
換
言
す
れ
ば
、
門
端
範

　
　
　
　
崔
・
自
・
C
円
営
き
氏
の
脇
紳
物
理
攣
的
方
法
と
跳
ハ
の
態
用
一
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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哲
　
　
胤
解
　
　
研
　
　
究
　
　
　
第
三
　
十
・
　
八
～
繭
箪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ゐ
ハ

晦
に
嘉
し
て
、
相
野
的
度
数
の
相
等
し
い
鮎
で
あ
る
。
次
の
公
式
が
其
の
数
値
を
與
へ
る
。

　
　
　
　
9
＋
ρ

　
　
　
　
ミ
＋
説

　
経
駿
の
上
か
ら
、
斯
様
に
定
義
し
だ
主
語
的
相
等
織
は
、
申
問
範
疇
曲
線
の
最
高
相
封
的
度
数
織

と
殆
ど
一
致
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
9
諺
薯
§
回
の
例
で
示
し
た
青
春
期
の
最
高
度
数
織
と
い

ム
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
統
計
材
料
が
陰
面
に
し
て
蒐
集
せ
ら
れ
た
揚
合
に
、
そ
れ
が
精
聯
物
理
學
の
範
園
に
回
す
る
と

否
と
に
絢
ら
ず
、
面
面
檬
に
し
て
他
と
比
較
せ
ら
る
べ
き
便
利
な
る
測
度
や
歎
値
に
導
く
こ
と
が

串
來
る
。

　
か
く
．
て
、
聞
。
旨
ご
2
σ
Q
霧
氏
は
、
斯
様
な
統
計
的
虚
理
法
の
適
用
せ
ら
る
べ
き
問
題
の
例
と
し
て
更
に
、

憾
寝
の
視
力
が
蓮
視
か
ら
，
次
第
に
正
親
を
経
て
、
絡
に
近
視
に
移
る
現
象
に
注
意
し
て
、
こ
れ
に
及

ぼ
す
學
校
作
業
の
影
響
如
何
を
知
る
乙
と
の
必
要
五
、
此
の
方
法
の
用
ゐ
ら
る
べ
き
を
示
唆
し
だ
。

　
計
う
、
青
春
期
経
過
の
時
期
と
い
は
ず
、
嬰
児
視
力
の
過
渡
期
と
い
は
ず
、
其
他
、
教
育
上
に
竜
あ
れ
、

衛
生
上
に
竜
あ
れ
、
將
π
萬
般
の
面
心
上
の
重
要
な
る
問
題
に
竜
亦
斯
様
な
統
計
的
慮
理
法
が
鷹

用
せ
ら
れ
得
る
の
で
は
あ
る
綾
い
、
か
。
（
大
正
八
年
三
月
二
十
九
坦


